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35 消費生活 

（１）関連グラフなど 

 

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、 

重要度をタテ軸にした場合の 

位置づけです。 
 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37項目の中から、 

特に重要と思う項目を 

５つ選んでもらった位置づけです。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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1.地域の自然を守る取り組み

2.町の中の景色、景観

3.災害に対する取り組み

4.交通事故を防ぐ取り組み

5.犯罪を防ぐ取り組み

6.リサイクルやエコ活動の取り組み

7.公園や広場の使いやすさ

8.バスや鉄道の利用のしやすさ

9.お年寄りや障がい者が暮らしやすいまちづ

くり＜高齢者＞

9.お年寄りや障がい者が暮らしやすいまちづ

くり＜障がい者＞

10.文化や芸術活動のしやすさ

11.スポーツ活動のしやすさ

12.買い物のしやすさ＜商工業＞

14.美幌町のお土産や特産品を見たり、買っ

たりできる機会＜特産品の開発、販売＞

【問2】暮らしの満足度について（町民と中高生の比較）
基準（0）

町民

中高生
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29.3

18.6

25.4

30.0

9.4

44.0

38.8

10.7

62.9

14.7

16.3

25.7

7.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

資源のムダをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

花いっぱい運動や清掃活動

高齢者や困っている人たちへの福祉ボランティア活動

歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

【中高生のみ】小さい子どもの遊び相手をする活動

【町民のみ】子ども会やＰＴＡなどを通じた《青少年育成活動》

スポーツや保健事業での健康なまちづくり活動

安全に暮らせるまちをめざす交通安全・防犯・防災活動

各種イベントや祭りなど町や地区の各種行事

【中高生のみ】町外者にまちの観光案内やＰＲをする活動

【町民のみ】あいさつ、親切に心がける明るいまちづくり活動

ホームステイの受け入れ、地域ガイドなど国内外との交流活動

味覚・特産品、産業技術の開発など特産開発、技術研究活動

【町民のみ】地域での自治会活動に参加

まちづくりに意見や提案をする場に参加

その他

■町民

■中高生

【問７】参加したい（できる）まちづくり活動（あてはまるものすべて選択（上段：町民、下段：中高生）
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 今後の見通し、方向性 

消費者の
保護 

消費生活相談体
制の充実・強化 

PIONET(全国消費生活情
報ネットワーク・システ
ム）の活用にて情報を共
有し、相談体制の強化に
努めている。 

特になし 消費者協会との連携
により消費者被害の
防止、相談体制を強
化していく。 

消費者被害防止
ネットワークの
設立 

平成 12 年 4 月に「びほ
ろ 110番ネットワーク」
を設立し現在に至る 

特になし 消費者被害防止ネッ
トワークは設立され
たためこの項目は完
了。 

消費生活条例の
制定に向けた調
査、研究 

条例化に向け調査検討中 特になし 消費者被害が多様
化、高額化する中条
例化に向け調査検討
していく。 

 

 

（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

○ お年寄りをねらう、詐欺等が相変わらず減らないなか、超高齢化社会を向かえた今、その
強化を更に強めていくことが必要と考える。相談窓口のＰＲ強化、相談員の育成（消費者

協会のみならず町職員も）、積極的な出前講座の開催、町全体としての姿勢のＰＲ、消費者

行政の町民へのＰＲ強化、消費者協会への業務委託内容の検討（土日や時間外の窓口開設、

相談員の人数、協会ＨＰの開設） 
 

  


